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築
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第12号 令和６年９月吉日 

　
暑
さ
の
和
ら
ぎ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

分
野
で
立
派
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
会
の
親
睦
、
本
学
及
び
学
生
諸
氏
へ
の
支
援
等

を
益
々
充
実
で
き
て
き
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
は
昭
和
二
十
七
年
に
土
木
建
築
分
野
の
夜
の
短
大
と
し
て
開
学
さ
れ
、
昭
和

二
十
九
年
春
に
一
回
目
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
同
窓
会
が
創
立
さ
れ
て
本
年
は
七
十
周

年
と
な
り
ま
す
。
第
一
回
卒
業
生
の
方
の
回
想
に
よ
る
と
、
高
校
生
時
代
は
終
戦
間
際

の
戦
時
下
で
、
学
徒
動
員
に
よ
り
中
島
飛
行
機
小
泉
工
場
で
飛
行
機
製
作
に
従
事
し
た

経
験
が
あ
り
、
学
び
直
し
と
し
て
本
学
に
入
学
さ
れ
た
様
で
す
。
本
学
は
、
戦
後
の
日

本
の
高
度
成
長
期
に
は
、
建
設
分
野
の
技
術
者
と
し
て
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
幾
多
の
改
革
が
な
さ
れ
、
現
在
は
大
学
院
博
士
後
期
課
程
も
併
設
さ
れ
て
い

る
四
年
制
大
学
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
御
尽
力
さ
れ
た
前
橋
市
を
は
じ
め
と
し

た
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と
共
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
様
な
経
緯
を
経
て
、
本
年
は
、
同
窓
会
創
立
七
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

会
報
四
面
に
御
案
内
し
て
お
り
ま
す
様
に
、
十
月
二
十
六
日
に
、
記
念
講
演
会
、
懇
親

会
を
開
催
致
し
ま
す
。
当
日
は
学
園
祭
も
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
大
学

の
状
況
確
認
の
意
味
も
含
め
て
、
皆
様
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
講
演
は
、
本
学
で
医
工

学
分
野
の
研
究
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
内
視
鏡
の
世
界
」と
題
し
て
、
内
視

鏡
分
野
で
世
界
的
に
貢
献
し
て
い
る
オ
リ
ン
パ
ス
（
株
）の
内
視
鏡
開
発
担
当
者
の
方

に
講
演
を
依
頼
致
し
ま
し
た
。
不
幸
に
も
手
術
を
受
け
る
立
場
と
な
っ
た
場
合
、
よ
り

身
近
に
感
じ
る
内
容
か
と
思
え
ま
す
の
で
、
重
ね
て
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
と
し
て
、
本
学
が
更
な
る
発
展
を
す
る
様
、
理
事
長
、
学
長
を
は
じ
め
と
し

た
大
学
関
係
者
の
皆
様
、
及
び
、
後
援
会
の
皆
様
と
連
携
し
て
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
他
国
と
は
言
え
戦
時
下
の
不
幸
な
世
界
情
勢
が
見
え
、
国
内
的
に
も
物
価

高
や
経
済
的
な
停
滞
が
続
く
状
況
で
す
が
、
更
な
る
安
寧
の
日
々
が
過
ご
せ
る
様
祈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
更
な
る
ご
発
展
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
へ
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令和５年度卒 就職率と進路状況

Instagram X（Twitter）

　令和５年度学部進路決定者は、約70％が就職し、約30％が大学院等

に進学しました。就職率（就職希望者に対する就職決定者の割合 ）は、

96.1％です。なお、学科別の詳しい進路状況については、本学ホームペー

ジに掲載していますのでご覧ください。

※このグラフは令和５年度学部卒業生についての進路状況です。

デジタルパンフレットをご覧いただけます。
右記の二次元コードからご覧ください。

2025 大学案内パンフレットが
完成しました！

2025大学案内
パンフレット

前橋工科大学は、InstagramとX（Twitter）
も公開中！
前橋工科大学の今を見に来てください。

［ 学部生就職率の推移 ］ ［ 学部生進路状況（業種等別）］

４号館前庭側から、１号館西面、５号館北面、連絡渡廊下を望む。

ご退官される先生

　2025年3月をもって定年を迎えられます。

　教育・研究に長きにわたってご尽力いただきましたことに感謝

いたします。

善野　修平　副学長
（研究・地域貢献担当）兼工学研究科長兼環境・生命工学専攻主任

●企業版ふるさと納税詳細

https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/seisaku/
seisakusuishin/gyomu/2_1/2997.html

　前橋工科大学では、皆様からのふるさと納税を、学生支援や地域

貢献事業に活用させて頂いております。

　教員や研究指定をいただいた上で、企業版ふるさと納税により前橋
市にご寄附頂いた場合、教育奨励寄附金と同様（寄附額の9割）に研究
費に分配出来る様になりました。詳細は、下記のURLから前橋市のホー
ムページをご覧ください。

ふるさと納税～前橋工科大学　未来へつなごうプロジェクト～

企業版ふるさと納税募集中！

（金井略歴：S48建築卒、H19建築卒、H21院前終了、院後 単位取得退学、現在 非常勤講師、本学1号館（SRC 造 ）構造設計 ）

Anniversary

　前橋工科大学同窓会は、昭和29年6月より発足し、初代の山口会長から現在の
金井会長が６代目となります。
　今年度は、70周年の記念の年となり、10月に70周年記念講演会を開催致します。
講演会終了後には、懇親会も開催致しますので、同窓会員の皆様のご参加をお待ち
しております。
　また、記念講演会開催当日は、前橋工科大学翌檜

（あすなろ ）祭も開催しております。この機会に、ぜひ
母校の前橋工科大学に足をお運び下さい。

参加ご希望の方は、10月4日までに前橋工科大学同窓会事務局へ
お電話または右記の入力フォームより事前申込をお願い致します。

日 程   10月26日（土）
時 間   10時30分～12時00分
開催場所   前橋工科大学

　　　　  １号館　５階　151講義室

講 演 者   オリンパス(株) 内視鏡開発者
演 題   内視鏡の世界

　　　　　「開発から今、そして未来へ」

参 加 費   無料
懇 親 会    講演会終了後、前橋工科大学

食堂にて開催 ※当日ご参加される方は、駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。

前橋工科大学同窓会
創立70周年記念講演会のご案内
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令和６年度　同窓会事業

実 施 日 事 業 内 容 備 考

4月5日
令和6年度　入学式 
令和5年度成績優秀者表彰

昌賢学園まえばしホール
（前橋市民文化会館）

5月24日 第1回　役員会議の開催 前橋工科大学

6月21日
令和6年度　定期総会の開催
同窓会懇親会開催

群馬県庁内

9月上旬 第12号　前橋工科大学同窓会会報発行
10月3日 第39回　同窓会親善ゴルフ大会 前橋ゴルフ場
10月26日

・27日
学園祭への助成

（第25回　翌檜祭）
前橋工科大学

10月26日 同窓会70周年記念講演会 前橋工科大学
令和7年  
1月24日

第2回　役員会議の開催
同窓会・後援会合同新年会

群馬県庁内

3月25日 令和6年度　学位記授与式
昌賢学園まえばしホール

（前橋市民文化会館）

　同窓会では TOEIC 成績優秀者を支援しています。
　令和５年度の申請者は 16名でした。

◆システム生体工学科
  卒業生・今井　大翔（620）

◆生命情報学科
  卒業生・池田　裕貴（615）
  卒業生・髙橋　拓視（630）
  現４年・木村　薫　（700）

令和５年度 TOEIC成績優秀者表彰

※掲載可の方のみ。
　（ ）内はスコア。表彰者

◆建築学科
  現４年・谷下　萌夏（655）
  現４年・久保田直人（805）

同窓会ではリカレント教育を支援しています。

令和６年度 リカレント教育支援制度

◆令和６年度支援実績

　前橋工科大学大学院  環境・生命工学専攻  1 名

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
学
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
年
号
が
令
和
に
な
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
働
く
環
境
や
生
活
す
る
環
境
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目
指
し
た

取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
建
築
・
土
木
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、医
工
学
や
生
物
応
用
、さ
ら
に
遺
伝
子
を
扱
う
情
報
工
学
な
ど
、

幅
広
く
、
た
だ
し
全
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
直
結
す
る
学
問
が
発
展
す
る
大
学
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
時
代
の
要
請
す
る
新
た
な
分
野
を
切
り
開
き
、
ま
た
既
存
分
野
に
お
け
る

新
機
軸
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
発
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

理
事
長　

福　

田　

尚　

久

　

今
年
か
ら
日
本
銀
行
券
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
１
万
円
新
札

に
描
か
れ
て
い
る
渋
沢
栄
一
は
、「
逆
境
に
処
し
て
は
断
じ
て
行

え
、
決
し
て
惑
う
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
１
０
０
０
円
新
札
の
北

里
柴
三
郎
は
、「
よ
く
世
の
中
が
行
き
詰
ま
っ
た
と
い
う
人
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
大
い
な
る
誤
解
で
あ
る
。
世
の
中
は
決
し
て
行
き
詰
ま
ら
ぬ
。
行
き
詰
ま
り
は
本
人
自

身
で
、
世
の
中
は
決
し
て
行
き
詰
ま
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
二
人
の
先
達
が
同
様
の
言
葉
を
残
し
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
５
次
産
業
革
命
と
い
わ
れ
る
大
変
革
の
時
代
で
す
が
、
前
橋
工
科
大
学
も
決
し
て
行
き
詰
ま
る
こ

と
の
な
い
よ
う
熱
と
誠
を
も
っ
て
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
参
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
れ
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

学
長
挨
拶

学
長　

今　

村　

一　

之

● 収入の部

令和６年度前橋工科大学同窓会収支予算書

科 目 本年度予算額 備 考
前年度繰越金 2,103,085
工科大同窓会
正会員入会金

2,920,000
預かり金から(令和5年度卒業・修了生分)
10,000×292

工科大同窓会
正会員終身会費

2,920,000
預かり金から(令和5年度卒業・修了生分)
10,000×292

雑収入 279,487
預金利子、懇親会・新年会参加費、ゴルフ
大会チャリティ費等

雑収入 915,428 教育文化支援基金取崩
計 9,138,000

（単位：円）

（単位：円）

科 目 令和５年度 備 考
１．総務費 3,058,000

（1）会議費 25,000 監査、役員会議、総会等
（2）旅　費 22,000 同窓会役員旅費、支部総会出席等
（3）交際費 60,000 式典生花代、香典等
（4）需用費 20,000 事務用品等
（5）役務費 70,000 通信費等

（6）業務委託料 2,861,000
公立大学法人前橋工科大学への同窓会
事務局業務委託料

２．事業費 5,523,000

（1）助成金 3,193,000
各支部助成金、懇親会、会報作成、新年
会、卒業写真、卒業記念品、ゴルフ大会等

（2）学生学校支援金 800,000 TOEIC表彰、学生表彰等

（3）諸支出金 530,000
学園祭実施補助金、リカレント教育支援、
大学バック作成等

（4）70周年記念 1,000,000 70周年記念経費
３．雑費 70,000

（1）支払手数料 30,000 振込手数料、ダイレクトサービス基本手数料
（2）雑費 40,000 ゴルフ大会チャリティー費
４．予備費 487,000
 予備費 487,000

計 9,138,000

● 支出の部

令和６年度　前橋工科大学同窓会本部役員

同窓会歴代同窓会長

No. 役職名 支　部 氏　名 卒業年 卒業学科
1 顧　問 桒原　幸夫 S.29 建　築
2 顧　問 信澤　宏由 S.38 建　築
3 会　長 金井　喜一 H.19 建　築
4

監　事
金澤　壽夫 S.33 建　築

5 五十嵐　源一 S.32 建　築
6

副会長

前橋 田所　秀寿 S.48 建　築
7 桐生 小島　隆幸 S.49 土　木
8 太田 星野　次夫 S.49 建　築
9 渋川・北群馬 板倉　恵二 S.50 土　木
10

常任理事
県庁 市川　通利 S.63 土　木

11 前橋市役所 山田　剛裕 S.62 建　築
12 理　事 高崎 井草　修一 S.61 土　木

歴代 氏　名 任期期間
初代同窓会長 山口　正次 昭和29年6月～昭和45年5月

２代目同窓会長 佐田　武夫 昭和45年6月～平成2年5月
３代目同窓会長 山田　稔 平成2年6月～平成15年5月
４代目同窓会長 桒原　幸夫 平成15年6月～平成29年5月
５代目同窓会長 信澤　宏由 平成29年6月～令和5年5月
６代目同窓会長 金井　喜一 令和5年6～現在

日 時  ： 令和７年６月20日（金）午後４時00分～
会 場  ： 前橋商工会議所
議 題  ： 令和６年度同窓会事業報告について　　
(予定)　 令和６年度同窓会決算報告【監査結果報告】について
　　　　令和７年度同窓会事業計画（案）について
　　　　令和７年度同窓会予算（案）について
※総会終了後、懇親会を開催いたします。
　 懇親会に出席ご希望の方は、事前に事務局まで氏名・卒業年・学科・連絡

先を記入のうえ、お電話又はE-mailでご連絡ください。

会 費  ： 4,000円（当日集金させて頂きます。）

☆会員の皆様のご参加をお待ちしております。
☆日程等の変更の場合は、HPにてご連絡させて頂きます。

　同窓会は、会員相互の親睦をはかり、前橋工科大学の発展に寄
与することを目的としております。
　この目的を達成するために、次の事業を行っております。

①会員相互の親睦に関すること。
②本学の学術技術・環境の向上に寄与すること。
③その他、目的達成に必要なこと。

令和７年度  前橋工科大学同窓会総会のご案内

同窓会の目的

◆建築都市プログラム
  現３年・土屋　美空（600）
  現３年・五十嵐琉生（670）

◆情報システムプログラム
  現２年・平子　怜音（620）
  現３年・中橋　颯麻（775）◆工学デザインプログラム

  現３年・藤森　和希（750）

リカレント教育支援制度とは

　同窓会は、前橋工科大学同窓会員が前橋工科大学又は前橋
工科大学大学院を卒業後、技能・知識を学びなおす為に、前
橋工科大学大学院へ入学する方を支援致します。

　同窓会報は卒業生全員に郵送していますが、受取人不明で返送されることが多々
あります。結婚・転居の際は、必須事項及び変更内容を同窓会事務局までお知らせく
ださい。

◎必須項目 ○変更内容
氏名 ( フリガナ ) 旧住所／電話番号

生年月日 新住所／電話番号

旧姓／新姓 勤務先名

住所・氏名の変更について

住所・氏名変更
連絡フォーム

※本会会員情報の充実を図り、本会と大学との連携をよ
り深めるため、会員の皆様の現在のご活躍状況をお知ら
せ頂きたく、勤務先の報告にご協力をお願いします。

　現在、各支部の支部役員を募集しており
ます。
　ご希望の方は、右記の二次元
コードからお申し込み頂けます。
　ご質問・ご不明な点がござい
ましたら、同窓会事務局までお
気軽にお問合せください。

同窓会連絡
フォーム

前橋工科大学同窓会支部役員募集中

　色鮮やかな袴姿やドレス姿、

スーツ姿で、300人あまりの学

生が新たな門出を迎えました。

同窓会では、卒業記念写真撮影

の助成を行っており、令和５年

度も無事に撮影をすることが

出来ました。

令和５年度学位記授与式 令和６年度入学式

　４月５日に入学式が開催されました。

　今年度も、成績優秀者表彰者へ表彰記念

品の贈呈を入学式で執り行いました。

成績優秀者表彰者とは
学部生３年修了時の成績上位者を６学科よ
り各３名選出し、記念品の贈呈を同窓会に
て支援しております。

二次元コードから入
力フォームによるご
連絡も可能です。ぜ
ひご利用ください。

◦前橋支部
◦太田支部
◦渋川・北群馬支部
◦前橋市役所支部

◦桐生支部
◦県庁支部
◦高崎支部

活動支部
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